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【背景と目的】 

  我々は投薬業務の中で患者の薬識・病識の違いやその訴えからそこにあるニーズを把握し服 

薬指導を行っているが、中には薬剤師にニーズを表現しない患者も存在する。一方、投薬終了後 

に電話などで薬局に相談してくる患者には確実に薬剤師に対するニーズが存在し、その訴えから 

適切な指導を行うことができる。そこで、過去の相談事例の検討から、投薬時に患者のニーズを 

確実に把握するためには、どのような点に着目して服薬指導業務にあたるべきかを分析し、患者 

から積極的に求められる薬剤師・薬局になるために日常業務に必要なものは何かを考察する。 

【方法】 

 過去の薬歴を見直し相談内容を分類した。他科受診の有無、副作用歴の有無、疑義照会の有

無、手帳利用度についてそれぞれの相談頻度（一人あたりの年間平均相談回数）、内容を検討し

た。統計学的手法には、ｔ検定及び一元配置分散分析、Ｔｕｋｅｙ法にて行った。 

【結果】 

 他科受診の有無で相談頻度・内容ともに大きな違いはなく（１．１±０．２回ｖｓ１．０±０．１２回：

NS）、最も多い相談内容は体調変化について（２７．７％、３２．５％）であった。 副作用歴有りの

患者は無しの患者より、体調変化に関する相談割合が多く（３６．２％＞２６．６％）、相談頻度も高

い傾向となった（１．３±０．３回ｖｓ０．９±０．１回：NS）。 疑義照会を経験した患者は、していない

患者より体調変化の相談は少なく（２７．１％＜３３．３％）、最も多い相談内容は調剤・服薬指導に

ついて（３０．０％）であり、体調変化という状態に陥らなくとも、疑問があれば薬局に相談しようと

いう意識が伺えた。手帳利用度別相談頻度の検討では、レベル１の患者で相談頻度が有意に高

い結果を示した。（LV１＝２．９±１．１回、LV２＝０．８±０．１回、LV３＝０．７±０．１回、LV４＝１．

０±０．２回、LV5＝１．２±０．３回：ｐ＜０．０１ｖｓLV２、LV３、LV4、 ｐ＜０．０５ｖｓLV５） 

【考察】 

１．副作用歴のある患者は、特に服薬後の体調変化について充分に情報提供する必要がある。 

２．疑義照会を行った経緯を患者に認識してもらうことは、患者が問題解決のために薬剤師を求

めるという意識を上げることにつながる。 

３．相談頻度に最も影響を与えていたのは手帳利用度であり、利用度の高い患者は相談頻度が

有意に高く、積極的な薬局へのアプローチが伺えた。自己の医療に対する関心の高さが手帳の

利用度によって表され、薬剤師へのニーズに結びついていると考えられる。 


